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対象は、2012 年 5 月から 2014 年 1 月の間に当院 3 テスラ MRI で黄体期と卵胞期に MRI を撮
像された健常ボランティア女性 32 人(平均 30 歳)と 2008 年 8 月から 2013 年 12 月の期間に当院
で組織学的に子宮内膜病変を確定診断され、術前に 3 テスラ MRI を撮像されていた 31 人(子宮内
膜癌 149 例のうち筋層浸潤を伴わない内膜癌 15 人（平均 53 歳）、子宮内膜増殖症 7 人(平均 38
歳）、子宮内膜ポリープ 9 人(平均 47 歳))である。T2 強調像矢状断で子宮内膜の最大厚および臀
部皮下脂肪・傍脊柱筋との信号強度比を測定、比較検討した。また、内膜の所見を 1）均一な高
信号（頸部粘膜の信号と比較）、2）均一な等信号、3）中央の高信号と辺縁の等信号の二層構造、
4）低/等信号の中心線の存在、5）不均一な低/等信号、の 5 つのタイプに 2 名の放射線科医が独
立して分類した。 
正常子宮内膜の平均最大厚は黄体期 1.04 ㎝、卵胞期 0.65 ㎝で、内膜増殖症 0.99cm、内膜ポリ





膜の定性評価について、卵胞期内膜はタイプ 1(n=6,10/32, reader A,B）もしくはタイプ
2(n=15,8/32)が最も多く、タイプ 5 はなかった。黄体期内膜はタイプ 3 が最も多く(n=14,13/32)、
次いでタイプ 4 が多く（n=9,12/32）認められた。内膜増殖症にタイプ 1,4 は認められず、タイプ
2,3,5 はいずれも 3/7 名以下であった。内膜ポリープはタイプ 5 が最も多く（n=6,5/9）、タイプ 1
は両読影者とも 1/15 名、タイプ 2 はなかった。内膜癌もタイプ 5 が最も多く（n=5/15）、次い
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